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岡山醫科大學解剖學敎室胎生學研究室(指導敷波敎授)

藥 師 寺 忠 志

[昭和7年5月23日 受 稿]

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Analomiscken Institutes an der Med. Universitat Okayama

(Vorsland: Prof. Dr. J. Shikinami).

Entwicklungsstudien uber die Schilddrusenanlage.

(Unterschungen an den Urodelen, besonders bei den Larven von

 Hynobius nigreseens).

Von

Tadashi Yakushiji.

Eingegangen am 23. Mai 1932.

Ich habe bereits kurzlich eine Arbeit uber die Entwicklung der Schilddrusenanlage 

von Amphibien unter Zugrundelegung der Anuren vom Typus Bufo vulgaris veroffent

licht. In vorliegender Abhandlung habe ich die Morphogenese der Schilddrusen an 

einem in Japan einbeimischen Urodel, Hynobius nigrescens, verfolgt und mit der der 

Anuren (Bufo vulgaris) verglichen.

Die hauptsachlichen Resultate sind wie folgt.

1) Die Schilddrusenanlage tritt erst unpaarig auf als eine Vorwolbung am ventro

medialen Teil der 1. Kiementasche an der Larve von ca. 6.0mm Gesamtlange. Im Ver

laufe der Entwicklungsstufen verandert sich diese Vorwolbung zu einer soliden Zellmasse.

2) Sie verlangert sich kaudalwarts und bildet den stiel an der Larve von ca. 10mm 

Gesamtlange. An der Larve von ca. 12.0mm Gesamtlange ist sie vollstandig abgetrennt 

von der 1. Kiementasche.

3) Die Teilung der beiden Lappen, des rechten und des linken, ist vollendet an der 

Larve ca. 25.0mm Gesamtlange.

4) Die Follikelbildung der Schilddrusen beginnt erst an der Larve von ca 18.0mm 

Gesaamtlange und ist im allgemeinen an der Larve von ca. 36.5mm Gesamtlange vollen

det. (Kurze Inhaltsangabe).
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1.　 緒 言

著者ハ曩 ニ兩棲類中無尾 目ニ屬 スルBufo vulgaris japonicusニ 就 キテ腮嚢(特 ニ第6腮 嚢)

臆 後小體竝 ニ甲状腺 ノ發生學的研究 ニ從 事 シ,模 型 及 ビ切片所 見ニ依 リ,之 等3者 ノ發 生 ニ關

スル詳細 ナル文獻 ヲ發表 シタ リ.

既 述 ノ如 ク兩棲類甲 状腺原基 ノ發 生 ニ就 キテハ先人多數 ノ文獻 ア リ.然 レ共其結 果 ニ至 リテ

ハ所論 ノー定 セザル點 多 シ.而 シテ之等試驗動物 ニ就 キテ見ル ニ
,有 尾類 ハ其 多數 ヲ占 メ無尾

類 ハ2, 3者 ヲ數 フル ノ ミ.更 ニ有尾類 中ニテモ蠑〓亞 目ニ屬 スル者最 モ多クTriton (Muthman

 Maurer氏 等) Amblystoma, Axolotl (Muthman, Baldwin氏 等) Sa! amandra (Muthman氏)

等 ノ動物 ニ依 リ檢索 セラ レタ リ.而 モ之等 ハ歐洲 ニ産 スル者 ノ ミニ シテ,本 邦産 何尾兩棲類 ニ

關 スル文獻 ハ僅 ニ皮孔亞 目ニ屬 スル大山椒魚(溝 口氏)ニ 就 キテノ檢 索有 ルノ ミニシテ,邦 産

蠑〓亞 目ニ屬 スル甲状腺 ノ發生 ニ關 スル研 究 ハ,著 者 ノ寡聞 ナル未ダ之有 ルヲ知 ラズ.

此 處 ニ於 テ著者 ハ本邦産 該亞 目 ニ屬 スルHynobius nigrescensニ 就 キ更 ニ檢索 ノ必要有ル

ヲ知 リ,敷 波敎 授指導 ノ下 ニ之 ガ研究 ニ從 事 シタルヲ以 テ此 處 ニ詳論 シ,更 ニ既述 ノ無尾 目ニ

屬 スルBufo vulgaris japonicusニ 於 ケル研究 結果 ト比較考察 シ,以 テ兩棲類 甲状腺原基 ノ發

生 ニ就 キ些 カ貢獻 セン トス.

尚 ホ本論 文ハ曩 ニ著者 ノ發表 セル 「腮 嚢特 ニ(第6腮 嚢)腮 後小體竝 ニ甲状 腺 ノ發生學 的研

究 」 ナル原著 ト相關聯 セルヲ以 テ,文 獻 其他詳細 ハ該原著 ニ讓 リ之 ガ重複 ヲサケタ リ.

2.　 材料及 ビ研究方法

本 試 驗 ニ使 用 セ ル材 科 ハ 當敎 室 敷 波敎 授 仙 臺 地 方

ニテ 蒐 集 セ ラ レ タルHynobius nigrescensノ 胎 仔 ヲ

用 ヒ タ リ.

即 チ體 長,外 形,其 ノ他 四 肢 ノ發 育 状 態 ヲ考 慮 シ

余 ガ研 究 ニ 必要 ナ ル 階 梯 ニ有 ル 者58箇 ヲ選 ビ 之 ヲ

Formol-Alkohol又 ハZenker氏 液 ニテ 固 定 シ,染 色 ハ

一 部Borax-karmin又 他 ノ者 ハHaematoxylin-Eosin

ヲ用 ヒ タ リ.

包埋ハ全部「パラフイン」ヲ用ヒ,切 截方向ハ正確

ニ長軸 ニ垂直ニ(即 チquer)行 ヘ リ.

各切片ハ厚サ10μ ノ連續切片 トシ,之 ヲ顯微鏡檢

査 ヲ行 フ ト共 ニ,一 部 ハ 蝋 板 模 型 ヲ製 作 セ リ.即 チ

必 要 ナ ル部 分 ハEdinger氏 ノZeichenapparatヲ 用

ヒ之 ヲ100倍 ニ擴 大 シ,厚 サ1mmノ 蝋 板 ニ描 寫 シ

Born-Peter氏 法 ニ依 リテ 之 ヲ重 疊 シ,實 物100倍 ノ

象 形 複 成 模 型 ヲ製 作 シ,之 ヲ如 實 ニ表 現 シ,以 テ 試
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驗成績ノ確實ヲ期セリ.

今本試驗ニ用ヒタル材料,胎 仔記號,模 型其他ヲ

表記 ス レ バ 下 ノ如 シ.

3.　 Hynobius各 胎 仔 ニ於 ケル 甲状腺 ノ發 生觀 察

第1階 梯.　胎 仔記號Nr. 110

全長6.0,頂 肛徑5.0mm尾 部僅 ニ發生ス.稍 々前

彎曲ヲ呈 シ腹部膨隆著明ナリ.

原始眼胞ハ前腦 ト交通 シ眼盃ヲ形成セズ,該 部ノ

外胚葉ハ肥厚 シテ水晶體板ヲ形成ス.外 鰓發生セズ.

腹部ハ卵黄粒ヲ以テ充サレ,胃 肝脾膵等ノ内臟ヲ發

生セズ.前 腸 ハ形成ヲ見ルモ肺原基ノ初現 トシテ認

ムベキ者ナシ.

今腮腸斷面ヲ頭方ヨリ鏡檢 スルニ第1腮 嚢 ノ腹正

中部ハ尾方ニ進ムニ伴ヒ次第ニ突出シ來 リ,第2腮

嚢 ノ頭端心原基ノ頭方ニ終ル.該 部 ノ腮腸壁中特ニ

尾部ハ他部ニ比シテ甚ダシク肥厚シ其細胞配列モ不

規則ナルヲ見ル.之 即チ甲状腺原基ナリ.而 シテ該

突出部ハ内腔 ヲ有シ實質性ナラズ.他 ハ腮腸壁 ト同

樣多量 ノ卵黄塊 ヲ有スル胎生期細胞ヨリ成 リ其境界

明瞭ヲ缺 ク.

Fig. 1.

1mb

T

1kt

2kt

3kt

模型 ニ就キテ上記 ノ所見ヲ檢スルニFig. 1ニ 示

ス如ク1, 2, 3ノ3對 ノ腮嚢ヲ發生 シ,尾 方 ノモノ

程橫徑長シ.

今甲状腺ノ状ヲ見ルニ第1腮 嚢ノ腹正中部ハ頭方

ヨリ尾方ニ向ヒテ突出シ,第2腮 嚢 ノ中央部 ノ高サ

ニ終ル.今 之ヲFig. 2側 面圖ニ見 レバ一層明瞭ニシ

テ第1腮 嚢頭方部ヨリ第2腮 嚢中央部ニ及ブ間腮嚢

ノ腹正中部ハ弧 ヲ成 シテ突出セリ.此 突出部ノ尾端

ハ即チ甲状腺原基ナ リ.

Fig. 2.
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第2階 梯.　 胎仔記號Nr. 111

全 長9.0mm,頂 肛徑7.0mmノ 胎仔 ニシテ,外 形

上輕度ノ項彎曲ヲ認ムル外殆 ド垂直ナ リ.

腮 嚢中1, 2, 3ハ 外胚葉ニ達スルモ第4ノ 者ハ

未ダ之 ト接觸セズ. 2對 ノ外鰓ヲ發生スルモ,内1

對 ハ發育幼稚ナ リ.心 原基ハ著明ニ發育セルモ肝原

基ヲ認メズ.水 晶體板ハ更ニ進行シテ水晶體嚢ヲ作

ル.

切片ニ就キテ甲状腺部ヲ檢 スルニ,先 ヅ原始内口

ニ續 ク第1腮 嚢ノ正中部ハ腹方 ニ岬角状ニ突出シテ

無對甲状腺原基ヲ作ル.其 細胞塊ハ中胚葉部 ト同樣

卵黄細胞 ヨリ成 リ組織學的ニハ區別困難ナルモ,細

胞配列 ノ状ハ特異ナレバ他部 ト識別シ得

而 シテ其中央部ヲ精細ニ見 レパ,小 圓形 ノ管腔ヲ

有ス.更 ニ甲状腺突起 ノ尾方左右 ノAn. byomandi

buluresノ 間 ニ介在スルニ至 レパ腮腸内腔ハ破裂状

ニ甲状腺原基 ノ中ニ進入シ來 リ,終 ニ兩動脉 ノ接近

スル結果甲状腺 ト腮嚢壁 トノ連絡ハ次第ニ細 クナ リ

終ニ腹側端ハ約30μ ノ長サニ於テ 實質性 ノ細胞塊

トシテ腮腸壁ヨリ分離 シBulbus arteriosusノ 腹 側

ニ位置シ,心 原基 ノ頭方ニテ終ル.

今 上記 ノ所見ヲ模型ニ見ルニFig. 3腹 面圖ニ示ス

ガ如 ク4對 ノ腮嚢ヲ發生セリ.而 シテ第1腮 嚢ノ腹

正中部ヲ詳細ニ檢スルニ其中央部ヨ リ尾方 ニ向ヒ紡

錘形ニ突出セル甲状腺原基 ヲ發生ス.

Fig. 3.

1mb

1kt

2kt

3kt

4kt

T

而 シテ該突起ハ前記ノ者ニ比シテ周圍的關係ハ一

層明瞭ニシテ大部分第1腮 嚢部ニ位置ヲ占ムルニ至

ル.上 記 ノ關係ハ之ヲFig. 4側 面圖ニ見 レバ尚明

カニシテ第1腮 嚢ノ腹正中部ハ最モ突出甚ダシク且

尾方 ハ既ニ3mmノ 長サニ於テ腮嚢壁ヨリ分離下垂

セリ.

Fig. 4.

T

1kt

2kt

3kt

4kt

要スルニ本時期ニ於テハ第1腮 嚢ノ腹正中部ハ尾

方 ニ延長シ甲状腺ハ既ニ腮嚢壁 ヨリ分離下垂 シ來

ル.

第3階 梯.　胎仔 記號Nr. 131

全長10.0mm,項 肛徑7.0mm腹 部ハ僅 ニ膨隆 シ

長軸ハ強度 ノ前彎曲ヲ呈ス. 5對 ノ腮嚢ハ全部外胚

葉ニ達 シ外鰓4對 ヲ發生ス.眼 盃ハ完成シ,水 晶體

ハ尚ホ半月形ノ内腔ヲ有シ,眼 莖ハ内尾方ヨリ進入

シ細長シ.聽 胞ハ背側ニ内淋巴管ヲ發生セ ントス.

肝 原基ハ次第 ニ明瞭 トナルモ膵原 基ヲ認 メズ.最

尾側腮嚢 ノ尾端 ヨリ腮腸ハ腹 正中部 ニ突 出 シテ

Laryngotrachealanlageヲ 作ル.兩 肺原基ハBifu

rkationsrinneニ 依 リテ結合セラレテ區別不明ナリ.

本 時期 ニ於ケル甲状腺 ノ状ヲ見ルニ,第1腮 嚢 ノ

腹側角 ヲ形成スル腮腸壁ハ尖鋭 トナリ,同 時 ニ其尖

端 ハ肥厚 シテ尾方ニ赴クニ從ヒ腹正中部ニ細胞塊ヲ

突出シ來ル.之 即チ甲状腺原基ニシテ頭方ハ之 ヲ詳

細 ニ檢 スレバ依然小圓形 ノ管腔ヲ有スルモ尾方 ニ向
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フ ニ從 ヒ,内 腔 ヲ失 ヒ質 實 ナ ル細 胞 塊 トナ リ且 其 部

ノ細 胞 ハ益 々增 殖 シテAa. hyrmandibularesノ 發 生

ス ペ キ部 位 ニ達 ス レバFig. 5ニ 示 ス如 ク其 尖 端 ハ棍

棒 状 ニ肥 厚 シ來 リ同 時 ニ該 動脉 ノ接 近 シ來 ル結 果,

終 ニ腮 腸 壁 ト分 離 シ夫 レ ヨ リ尾 方約110μ ノ長 サ ニ

於 テBnlbus arteriosusノ 腹 側 ニ甲 状 腺 ハ卵 圓 形 ノ

細 胞 塊 ト ンテ 介 在 ス.

Fig. 5.

R

Ch

Kd

T

Ahm

今 之 ヲ模 型 ニ見 ル ニFig. 6腹 面圖 ニ示 ス ガ如 ク5

對 ノ腮 嚢 ヲ發生 シ尾 方 ニ位 セ ル者程橫 徑短 シ.又 甲

状腺ノ状ヲ見ルニ第1腮 嚢ノ腹正中部ヨリ第2腮 嚢

ノ頭端ノ高サニ至 リテ棍棒状ニ垂下セルヲ見 ル

Fig. 6.
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T
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甲状腺 ト腮嚢 トノ接續部ハ甚ダシク細 クナ リ所謂

莖部 ヲ作 リ,次 時期 ニ起ル分離ノ前提 トナル.又 之

ヲ側面圖Fig. 7ニ 見 ルニ申状腺ハ第1腮 嚢 ノ腹正中

部ヨリ腹尾方 ニ垂下シ第2腮 嚢中央 ノ高サニ及ビ尾

方ハ約11mmノ 長サニ於テ腮嚢 ト分離ス.

Fig. 7.

1kt

2kt

3kt

4kt

5kt

T

要 スル ニ 本 時 期 ニ於 テ ハ 甲 状腺 ノ尾 方 ハ益 々增 殖

シ質 實性 ノ細 胞 塊 トナ リ,同 時 ニ甲 状腺 頭 部 ハ依 然

小 圓 形 ノ管 腔 ヲ有 ス ルモ腮 嚢 ト ノ連 絡 ハ次 第 ニ細

クナ リ終 ニ莖 部 ヲ以 テ 之 ト連 絡 シ 哺 乳 類 等 ニ見 ル

D. thyreoglossusヲ 形成 ス.

Fig. 8.

1kt

2kt

3kt

4kt

Mgh

T

5kt P

第4階 梯.　 胎仔記 號Nr. 123

全長12.0mm,頂 肛徑9.0mm弱,稍 々背彎曲ア

リ.外 鰓樹枝状ニ分岐ス.前 肢發芽セルモ後肢ハ未

ダ發芽セズ. 5對 ノ腮嚢ヲ發生 シ内1對 ハ外方 ニ開

ロセリ.眼 盃ハ深ク彎曲 シ,水 晶體ハ上皮既ニ完成

シ内腔ヲ認 メズ.聽 胞ニ於ケル内淋巴管ハ末端著明

ニ膨隆 ス.肝 原基ハ漸次卵黄粒ヲ失ヒ特有ノ細胞配

列 ヲ來ス.膵 原基ハ胃 ノ尾右方ニ僅ニ發生セルモ肝

細胞 ニ移行シテ兩者ヲ明瞭ニ識別シ難 シ.未 ダ脾原

基 ノ初現ヲ見ズ.呼 吸器原基ハ左右 ノ肺原基ニ分岐

セルモ其組織ハ依然消化管 ニ移行 シテ兩者ノ識別困

難ナリ.

今甲状腺 ノ状 ヲ見ルニ,第1腮 嚢部ノ尾端 ノ高サ

ニ於テ腹側部ニ2條 ノM. geniohyoideusノ 幼稚ナ

ル筋纎維 ノ縱走スルヲ認ム可 シ.甲 状腺ハ左右ノ該

筋ノ背内側ニ圓形 ノ橫斷面ヲ有シ中ニ小管腔ヲ有ス

ル細胞塊 トシテ存在 シ,既 ニ腮嚢壁 トハ連絡ヲ絶テ

リ.尾 方 ハ左右 ノ該筋ハ其間隔ヲ廣 メ甲状腺ハ之 ト

同時ニ兩筋肉 ノ中央 ニ進入 シ來 リ,同 時ニ其直徑ヲ

増大シ,且 内腔 ヲ消失 シ,該 筋 ト互ニ接 シ兩者ノ組

織學的區別ハ稍 々困難 トナルモ,更 ニ進メバ再ビ明

瞭 トナ リ,心 嚢頭端 ニ於テハ甲状腺細胞ハ甚ダシク

減少 シBulbus arteriosusノ

復側 ニ少 許 ノ細 胞 ヲ殘 シテ 終

ル.

今 模 型 ニ就 キテ 之 ヲ檢 スル

ニFig. 8ニ 示 ス如 ク本 時 期 ニ

於 テ ハ 甲状 腺 ハ全 然 母 組 織 ヨ

リ分 離 シ,腮 嚢 ノ腹 正中 部 ニ

「コ ルペ ン」 状 ヲ 呈 シテ 存 在

シ,其 頭端 ハ 第2腮 嚢 ノ頭 方

ヨ リ細 ク莖 状 ニ突 出 ス.

甲 状 腺 ノ兩 側 ニハ 之 ニ接 シ

テM. geniohyoideusノ 甲状

腺 同 樣,頭 尾 ノ方 向 ニ走 行 ス
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ルヲ見ル.甲 状腺ノ尾端ハ第3腮 嚢ノ高サニ終 ル.

第5階 梯.　 胎仔記 號Nr. 120

全長14.0mm,頂 肛徑9.0mm,外 形細長ク直線状

ニシテ外鰓著明 ニ發育ス.前 肢ハ0.5mmニ 發育ス

ルモ後肢ハ未ダ發芽セズ.

5對 ノ腮嚢ハ全部外方ニ開口シ腮列ヲ作ル.眼 盃

ハ明カニ盃状 ヲ呈 シ内層ハ色素粒ヲ含有ス.消 化管

内腔モ卵黄粒 ヲ減少 シ胃原基内ニハ既ニ胃底腺ヲ發

生 セ リ.消 化 及 ビ呼 吸 器 兩 原 基 ハ其 組 織 互 ニ分 離 シ

來 リ,肺 原 基 ハ胃 ノ背 方 ニ轉 位 ス.膵 脾 原基 ヲ明 瞭

ニ識 別 シ得.

甲 状腺 ハKopula原 基 ノ尾 方 ヨ リ始 マ リ左 右 ノM.

 geniohyoideusノ 背 内方 ニ有 リ.斷 面 圓 形 ヲ呈 ス.

而 シテ 次 第 ニ尾 方 ニ追 及 ス レ バ甲 状 腺 細 胞 ハ 左 右 ニ

廣 ガ リFig. 9ニ 示 ス如 ク背 方 ハHypobranchiale 1

及 ビKopula竝 ニM. sternohyoideus,腹 方 ハM.

 geniohyoideusノ 間 ニ橫 位 ヲ占 メテ存 在 ス.

Fig. 9.

Hb 2

Hb 1

Msth
Hb 1

s Mgb Kp T

更 ニ尾 方 ヲ鏡 檢 スレ バ 甲 状 腺 ノ腹 方 ハM. geni

ohyoideusノ 兩 筋 間 ニ突 入 シ,背 方 ハKoPulaヲ 腹 方

ヨ リ圍 繞 シ,稍 々半 月 形 ノ斷 面 ヲ呈 シ,甲 状腺 ノ左

右 兩 端 ハ 膨 大 シテM. sternohyoideusトHypobran

chiale 1ト ノ間 ニ位 置 ヲ 占ム ル ニ至 リ,終 ニ 兩葉 間

ノ連 絡 ヲ失 ヒM. ceratohyoideusノ 腹 方 ニ介 在 シ尾

方 ハ完 全 ニ兩葉 ニ分 岐 スル ヲ見 ル.其 細 胞 ハ依 然 多

量 ノ卵 黄粒 ヲ含 有 シ核 ハ 圓形 又 ハ橢 圓 形 ヲ呈 ス.

今 模 型 ニ就 キテ 之 ヲ檢 ス ル ニFig. 10ニ 示 ス ガ如

ク甲状腺全形ハΛ形 ヲ呈 シ既 ニ左右兩葉ニ分離シ來

ル.

其 位 置 ハHypobranchiale 1ノ 腹 内方 ニ位 シ,頭 方

ハM. geniohyoideusノ 背 及 ビ内方,尾 方 ハ該 筋 ノ背

外 方 ニ分 離 ス.而 シテ 甲 状腺 ノ頭 端 ハKopulaノ 前

及 ビ左右 ヲ圍 繞 セ ル爲 メ, Kopula原 基 ヲ前 面 ヨ リ見

ル能 ハ ザ レ共 尾 方 ハ之 ヲ認 ム ベ シ.甲 状腺 ノ背 方 ハ

M. sternohyoideusノ 縱 走 セ ル ヲ見 ル可 シ.
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Fig. 10.
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第6階 梯.　 胎 仔 記 號Nr. 116

全 長15.0mm,頂 肛徑9.0mm強,長 軸 ハ眞 直 ニ シ

テ 些 ノ彎 曲 無 ク,腹 部 膨隆 消 失 セ リ.前 肢1.0mm

ヲ算 ス ル モ,後 肢 ハ點 状 ニ發 芽 セ ル ノ ミ.

頭 蓋 及 ビ腮 弓 ニ於 ケ ル軟 骨 組 織 ハ益 々發 育 セ リ.

眼 盃 ニ於 テ ハ色 素 層,神 經 層,筋 層 ヲ區 別 シ得.水

晶 體 實質 ト上皮 トノ間隙 ハ消 失 ス.胃 及 ビ食 道 原 基

ノ圓 桂 上皮 ハ明 瞭 ニ詔 メ得 ラ ル.肝 膵 亦良 ク發育 シ,

脾 原 基 ハ胃 ノ尾 端 腸 管 ト脊 索 ノ間 ニ長 卵 圓 形 ヲ呈 シ

テ橫 タハ ル.氣 管 内腔 ハLaryngotachealhohlraum

トシテ 内腔 再 ビ擴 大 ス.

Fig. 11.

Hb 2

Hb 1

Meth

Hb 2

Hb 1
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T Mgh Kp T

本時期ニ於テハ甲状腺ハ形態學的ニ完全ニ兩葉ニ
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分離 シ,又 位置的 ニ前時期ニ比 シテ遙 ニ尾方ニ位ス.

即 チFig. 11ニ 示 ス如 クKopula原 基 ノ尾 方 ニ於 テ

M. sternohyoideusノ 腹 外 方, M. geniohyoideusノ 背

外 方,該 筋 トHypobranchiale 1ト ヲ結 ブ 中 央線 上 ニ

左 右1對 ノ實 質 性 ノ細 胞 塊 トシテ 存 在 シ兩葉 間 ニ連

絡 ナ シ.

尾 方 ニ進 ム ニ伴 ヒM. sternohyoideusノ 外 方 ヲ半

圓 形 ニ圍 繞 シ,共 長 徑橫 斷 切 片 ニ於 テ170μ ニ及 ブ.

組 織 學 的 ニ ハ前 時 期 ト變 化 ナ ク共 周 圍 ハ盛 ン ニ毛

細 血 管 ノ增 殖 シ來 ル ヲ認 ム.

今模 型 ニ就 キ テ見 ル ニFig. 12ニ 示 ス如 ク甲 状腺

ハKopula原 基 ヲ更 ニ尾 方 ニ下 リM. sternohyoideus

ノ兩 外 側 ニ 左右1對 ノ長 橢 圓 形 ノ小 體 トシテ 存 在

ス.

Fig. 12.
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其背外側 ニハHypobranchiale 1ヲ 認 メ腹内方

ハM. geniohyoideus及 ビKopulaヲ 認ム.其 長徑

17.0mmニ 及 ブ.

甲状腺 ノ組織學的構造ハ漸次卵黄粒ヲ減少シ,質

實性ノ細胞塊 トシテ存シ管腔ハ認メ難シ.

第7階 梯.　 胎仔記號Nr. 105

全長18.0mm弱,頂 肛徑10.0mm.頭 部 ハ特ニ發

育 シ來ル.長 徑殆 ド直線状ニシテ尾端少シク右方ニ

彎曲ス.前 肢1.5mm,後 肢0.5mm突 出 ス.

各腮弓ハ良ク發育 シ其尖端長 ク尾方ニ垂下ス.眼

莖ハ細長ク迂囘 シテ視神經乳頭部ニ終ル.胃 原基中

ニハ多數 ノ胃底腺ヲ發生 シ.肺 原基ハ多數ノ縱皺襞

ヲ發生 シ,壁 ハ菲 薄 トナ リAlveolenwandノ 状 ヲ呈

ス.

前 時 期 ニ於 テ 左右 兩葉 ニ分 離 セ ル甲 状 腺 ハ 本 時 期

以後,臚 胞 形 成 機 轉 ヲ始 ム.

即 チ其 位置 ハ 頭 方 ハ聽 胞 頭 端 ノ高 サ ニ始 マ リ,尾

方 ハ心 嚢 頭 端 ニ終 ル.其 間 ニ於 テ 甲状 腺 ハM. ste

rnohyoideusノ 外 方, Hypobranchiale 1ノ 腹 内方,

 Hypobrancbiale 2ノ 腹 方 ニ於 テ 該 筋 ノ經過 ニ沿 ヒテ

半月 形 ヲ呈 シテ 存 在 ス.

今 其 組 織 學 的 構 造 ヲ見 ル ニFig. 13ニ 示 ス ガ如 ク,

數箇 ノ細 胞 ハ 互 ニ集 團 シテ 中 ニ透 明 ナル 部分 ヲ發 生

ス.

153



1720　 藥 師 寺 忠 志

Fig. 13.

Msth

T

甲状腺ハ該細胞塊 ノ3-5箇 ノ集合ヨリ成 リ,頭尾

兩端ノ細胞塊ハ相分離 シ葡萄状ヲ呈 セルモ甲状腺中

央部ニ於ケル細胞塊ハ互ニ結合 シテ分離セズ.各 細

胞ハ圓形核ヲ有シ前時期ニ比シ甚ダシク卵黄粒ヲ減

少ス.細 胞塊 ノ内腔ハ上記ノ如ク透明ナル部分 ヲ認

ムルモ内容物質ヲ認メズ.

即チ本時期ニ於テハ甲状腺ノ臚胞樣變化 ノ準備階

梯 ト認メラル.

第8階 梯.　 胎 仔記號Nr. 156

全長23.0mm,頂 肛徑13.0mmニ シテ體長眞直ナ

リ.前 肢3.0mmニ 達 シ後肢2.0mmニ 及ブ.指3本

ニ分岐スルモ後肢ハ未ダ分岐セズ.

胃 原基ハ多數 ノ皺襞ヲ發生 シ周圍ハ輪状筋 ヲ以テ

圍繞セラル.胃 腺 ノミナラズ更ニ腸管内ニモ多數 ノ

腸腺ヲ發生 シ來 リ同時ニ多量 ノ内容物ヲ認ム.

肝 原基 ノ尾方 ニ膵原基ヲ認ムルモ兩者ハ互 ニ移行

ス.

本時期ニ於ケル甲状腺ノ位置ハ前時期ニ比シテ稍

稍尾方ニ下降 シ來ル.即 チ聽胞尾端 ヲ去ル160μ ノ

所ニ始マリ其周團的關係モ大體前時期 ト變化ナシ.

即 甲状腺 ノ兩内側ハM. sternohyoideusトKopula

ヲ介在シ背腹ハM. geniohyoideusトKopulaノ 間 ニ

位置ス.

更 ニ組織學的構造ヲ見ルニ前時期マデ集合セル細

胞塊ハ本時期ニ於テハ明カニ内腔ヲ發生シ來ル.即

チFig. 14(次 頁參照)ニ 示ス如ク圓形,卵 圓形,橢

圓形ノ内腔ヲ有スル數箇ノ臚胞ヲ認メ,中 ニ淡紅色

ニ着染スルKolloidヲ 包擁ス.然 レ共各臚胞ハ未ダ

發育幼稚ニシテ内腔セマク,且 多數 ノ内腔ヲ有セザ

ル未發育ノ細胞塊 ノ存スルヲ見ル.

第9階 梯.　胎仔記號Nr. 154

全長27.0mm,頂 肛徑19.0mm頭 部亘大ニシテ尾

部ハ腹方ニ彎曲ス.前 肢左3.0mm指4本 ヲ算ス.

右2.5mmニ シテ後肢ハ3.5mmニ 發育 シ明瞭ニ3趾

ヲ認ム.胃 原基ハ高層圓柱上皮ヨリ成 リ,核 ハ底位

ニ存 シ,所 々ニ盃状細胞ノ介在セルヲ見ル.肝 原基
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ハ明瞭ニZellbaikenヲ 作ルモ未ダ小葉ニ分離セズ.

肝 原基モ亦單層扁平上皮 ヨリ成 リ其壁益 々菲薄 トナ

ル.視 器 ニ於 ケル網膜色素層ハ多量 ノ黑褐色ノ色素

粒 ヲ含有ス.

Fig. 14.

F

今 甲状 腺 ノ状 ヲ見 ル ニ 前時 期 ヨ リ更 ニ尾 方 ニ下 降

シ眼 盃尾 端 ヲ去 ル230μ ノ所 ニ始 マ リ夫 レヨ リ尾 方

約460μ ノ間 ニ於 テ 之 ヲ認 ム.

甲 状腺 ノ背 外 方 ハHypobranchiale 1背 内方 ハM.

 sternohyoideusノ 縱走 セ ル ヲ認 ム.而 シテ 頭 方 ハ兩

者 相 接 近 セ ル爲 メ甲状 腺 ハ 兩 者 ノ腹 側 部 ニ存 在 スル

モ尾 方 ハ兩 者ハ 左 右 ニ相 離 反 セ ル爲 メ,甲 状 腺 ハ 兩

者 ノ間 ニ進 入 シ,外 方 ハHypobranchiale 1,内 方 ハ

M. sternohyoideus,背 方ハHypobranchiale 2ノ 間

ニ位 置 ス ル ニ至 ル.其橫 斷 面 ハ半 月 形 ヲ呈 シ其 屈 側

ニM. sternohyoideusヲ 見 ル.

今 甲状 腺 ノ組 織 學 的 構 造 ヲ見 ル ニ,本 時 期 ニ於 テ

ハ 明 瞭 ニ臚 胞 ヲ形 成 シ來 ル.其 數 ハ 切 片 ニ依 リテ 不

定 ナ ル モ多 キハ8箇 ヲ算 シ中 ニ淡 紅 色Eosin好 染 性

ノKolloidヲ 認 メ,且 前 時期 ニ比 シ内 腔 更 ニ擴 大 ス.

且 其壁 ハ 圓形 又 ハ 橢 圓 形 ノ核 ヲ有 ス ル單 層 股 子形 細

胞 ヨ リ成 ル モ被 膜 ハ 明 瞭 ナ ラズ.

第10階 梯.　 胎 仔 記 號Nr. 152

全 長36.5mm,頂 肛 徑18.0mmヲ 算 シ長 軸 眞 直 ナ

リ.外 鰓 痕 跡 的 ニ存 在 ス.前 肢5.0mmニ 達 シ,後

肢 左3.0mm弱,右4.0mmニ 達 シ4趾 ヲ發 生 ス.

胃 及 ビ食 道 原 基 ノ周 圍 ハ 輪 状 筋 ヲ以 テ 圍 繞 セ ラ

レ,肺 原基 ハ 多 數 ノ皺 襞 ヲ發 生 ス.肝 原基 ハ漸 次 小

葉 ニ分 離 シ來 ル.各 腮 弓 軟 骨 モ頓 ニ發 育 シ筋 組 織 亦

明 瞭 ナ リ.

甲状 腺 ハ 位 置 的 ニハ 前 時期 ト大 差 ナ シ.即 チ頭 方

ハM. sternohyoideusノ 腹 外 方, Hypobranchiale 1

ノ腹 内 方 ニ存 ス.更 ニ 尾 方 ハ 兩 者 ノ間 ニ進 入 シ 且

M. sternohyoideusニ 接 シ背 腹 ハHypobranchiale 2

及 ビM. geniohyoideus,左 右 ハM. sternohyoideus

及 ビHypobranchiale 1ト ヲ以 テ境 セ ラ レ其長 徑 約

750μ ニ及 ブ.

本 切 片 ニ於 テ特 異 ナ ルハFig. 15ニ 示 ス ガ如 ク左
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右 兩 葉 ヨ リ全 然 獨 立 セ ル 臚 胞 群 ノ 存 ス ル 事 ナ リ

(Fig. 15 X).即 チ甲 状 腺 頭 部 ニ於 テKopulaノ 腹 側

ニ沿 ヒM. geniohyoideusノ 兩 筋 ノ背 内方 ニ於 テ5-6

箇 ノ明 カ ニKolloidヲ 有 ス ル臚 胞 群 ノ存 ス ル事 ナ リ.

此 細 胞 群 ハ峽 部 ノ遺 殘 部 ト見 做 サ レMaurer氏 ガ

Tritonニ 於 テ發 見 シ之 ヲ副 甲 状腺 ト稱 セ シ 者 ナ ル ベ

シ。

Fig. 15.
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同樣所見ハ溝口氏 ノ大山椒魚ニ就キテ ノ記載中ニ

モ有 リ.

本時期ニ於テハ甲状腺ハ組織學的ニハ各臚胞ハ其

内腔著明ニ膨大シ且未發育ノ細胞塊モ殆 ド内腔ヲ發

生 シ來ル.即 チ臚胞周圍ハ骰子形單層細胞ヲ以テ取

卷カレ中ニ多量ノKolloidヲ 含 有スル大臚胞群ヲ以

テ作ラル.

4.　 總 括 及 ビ 考 察

兩棲 類甲状腺 ノ初 期發生 ガ有對 ナ リヤ無 對 ナ リヤニ就 キテハ,先 ヅ1873年Muller氏 ガBufo

胎 仔 ニ就 キテ研 究 シ無對 ナル 事ヲ主張 セ リ,然 ルニ其後Dohn氏(1884, 1885)ハ 第1及 ビ第

2腮 嚢 ノ間 ヨリ有對性 ニ發 生 シ兩者 ハ中央部 ニ結合 シテ無對甲状腺原 基 ヲ發 生 スル事 ヲ主張 セ

リ.更 ニMaurer氏(1888)ハ 再 ビ無尾兩棲 類 ニ就キテ研究 シ無對 ニ發生 ス ト主張 シMuller氏

ノ説 ニ賛 シテ以來多數 ノ學者 ハ無對 ニ發生 スル コ トヲ認 ムル ニ至 レリ.著 者又無尾類 中Bufo

 vulgaris japonicusニ 於 テモ體 長4.5mmノ 胎 仔 ニ於 テ明 カニ無對 ニ發 生 スル事 ヲ認 メタ リ.

今本研究結 果 ニ就 キテ考察 スルニ,第1階 梯(全 長6.0mm)ニ 於 テ第1及 ビ第2腮 嚢 ニ腹正

中部 ハ模型 及 ビ切片所見 ニ見 ルガ如 ク,頭 方 ヨリ尾 方 ニ進 ムニ後 ヒ嘴状 ニ突 出 シ明 カニ無對甲

状腺原基 ノ發 生 スル ヲ認 メ得 タ リ.更 ニ第2階 梯(全 長9.0mm)ニ 於 テハ其周圍的關係 モ亦

益 々明 瞭 トナル.
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即チ著者 ノ研究結果ハ,有 尾無尾ヲ通シテ甲状腺ハ明カニ無對ニ發生スルモノナル事ヲ知 レ

リ.

次ニ其發生ノ部位的關係 ニ就キテハ甲状腺 ガ腮嚢壁ノ腹正中部 ヨリ發生スル事實ハ殆 ド總テ

ノ胎生學者ノ認ムル所ナ レ共,甲 状腺ノ發生ガ第1腮 嚢 ノ腹正中部ヨリナ リヤ又ハ第2腮 嚢部

ヨリナ リヤニ就キテハ,學 者ニ依 リ其所説殆 ド區々タリ.即 チBufoノ 場合 ニ述ベタルガ如ク

Greil, Maurer氏 等ハ第2腮 嚢部 ト主張 シPlatt氏 ハ之ニ反對 シHynomandibular Pocketト

主張 シ,溝 口氏 ハ大山椒魚ニ於テハ大體第1腮 嚢部 ニ一致ス ト稱 セリ.著 者ノBufo胎 仔 ニ於

ケル檢索 モ第1腮 嚢部ナル事ヲ認 メタ リ.

今有尾類中本研究結果ヲ見ルニ既報Bufo胎 仔 ニ於ケル檢索 ト殆 ド其成績 ヲ同ウシ.第1階

梯(全 長6.0mm)ニ 於 テハ第1腮 嚢 ノ腹 正中部ヨリ第2腮 嚢中央部ニ至ルマデ腮嚢ノ腹側部 ハ

嘴状 ニ突出 シ,且 切片所見ニ於テハ該部 ノ腮 嚢壁ハ他部ニ比 シ尾方ニ進ムニ伴 ヒ甚ダシク肥厚

シ且細胞配列モ特有 トナル之即チ甲状腺原基ナ リ.唯コノ甲状腺部 ガ第1腮 嚢部ナ リヤ,第2腮

嚢部ナリヤハBufoニ 於ケル檢索 ト同樣著者ハ依然第1腮 嚢 ノ腹 正中部 ガ尾方ニ膨大 シテ第2

腮嚢部ニ及ベル者ナ リト考慮ス.次 デ第2階 梯(全 長9.0mm)ニ 於ケル周圍的關係 ヲ見ルニ甲

状腺ハ明カニ大部分第1腮 嚢部ニ位置ヲ占ムルニ至ル.

即チ著者ハ兩棲類ニ於テハ有尾無尾ヲ通 シテ甲状腺 ハ第1腮 嚢ノ腹正中部 ノ膨出 トシテ發生

スルモノ ト考察 ス.

次 ニ甲状腺ノ初期發生及 ビ其後ノ發育過程中之ガ内腔ノ有無ニ就キテハ,前 述 ノ第1階 梯 ノ

胎仔 ニ於テ腮嚢 ノ腹 正中部ハ第1腮 嚢 ノ中央 ヨリ第2腮 嚢 ニ向ヒ腹方ニ嚢状ニ膨出シ,腮 嚢壁

モ肥厚 シ來 リ甲状腺原基ヲ發生 シ來ル.其 際腮嚢内腔モ之ニ伴 ヒ腹方ニ嚢状ニ膨出シ來ルヲ見

タ リ.

次ニ第2階 梯 ノ胎仔 ニ至 レバ 甲状腺 ノ頭方ハ明瞭ニ小管腔ヲ有 スルモ尾方Aa. hyomamdi

bularesノ 間ニ介在 スル甲状腺部ハ既ニ質實ナル細胞塊 トシテ内腔 ヲ認 メ難 シ.更 ニ第3階 梯

(全長10.0mm)ニ 至 リテ甲状腺 ガ大部分腮嚢壁ヨリ分離 シ僅 ニ細 キ莖部ニ依 リテノミ連 絡 スル

ニ至 レバ,小 管腔 ヲ有 スルハ僅ニ頭方ニ位スル莖部ニ屬 スル小部分 ノミニシテ大部分ハ内腔 ヲ

有 セザル實質性 ノ細胞塊 トナル.

次 ニ第4階 梯(全 長12.0mm)ニ 於 テ甲状腺 ガ母組識 ヨリ分離獨立 シ「コルベ ン」状ヲ呈スル

ニ至 リテモ依然頭方ニ於テハ僅ニ小管腔ヲ認 ムルヲ得.

之ニ依テ見 レバ有尾類中Hynobiusニ 於テハ甲状腺ハ始メ内腔 ノ有 スル腮嚢壁 ノ膨隆 トシテ

發生シ,次 ニ小 管腔ヲ 分離發生 シ,更 ニ甲状腺尾部ハ盛 ンニ增殖,伸 展シ來 ルト 同時ニ實質性

ノ細胞塊ヲ生 ジ,其 間腮嚢壁ト連 絡セル管腔 ヲ有 スル甲状 腺頭部ハ次第 ニ萎縮退化 シ來ルモノ

ト思考ス.

溝 口氏ハ邦産 大山椒魚ニ於テハ著者 ト同樣甲状腺 ハ内腔 ヲ有スル嚢状膨出ヲ以テ始 マル ト説

157



1724　 藥 師 寺 忠 志

キ,又 著 者 ノBufo胎 仔 ニ於 ケル檢索 ハ體長4.5mmノ 胎 仔 ニ於 テ第1腮 嚢 ノ腹側角 ヲ形 成 スル

細胞ハ盛 ンニ增 殖 シ速 ニ質實性 ノ細胞塊 トシテ存在 シ中 ニ管 腔 ヲ認 メザ リキ. Muller, Meuron

氏 等 ハRana temp.ニ 於 テ又Platt氏 ハNecturus, Mareus氏 ハHypogeoPhisニ 於 テ同樣

ニ内腔 ヲ有 スル嚢状 膨出 ヲ以テ始 マル事 ヲ主張 シ,之 ニ反 シLivini , Muthmann氏 等 ハTriton,

 Siredon, Salamandrinaニ 於 テ,高 島橋 本氏等 ハ邦 産蟾蜍 ニ於 テ甲状腺 ノ初現 ハ内腔 ヲ有 セザ

ル質實 性 ニ發 生 ス ト説 ケ リ.更 ニ甲状 腺ガ腮 嚢 ヨリ分離後左右兩葉 ニ分離 スル機轉 ニ就 キテハ,

最 モ興 味 アル所 ニ シテMuller氏 ハKopulaノ 出 現 ニ依ル二次的現 象ナ リト説 キ,溝 口氏 モ

「初期 ハ先天 的素因ナ ラ ンモ後 期 ハ恐 ラク隣接 組織 ノ發達 ニ依 リ遁路 ヲ求 メテ分離 スル」ナラ ン

ト云ヘルモ高島橋本氏等 ハ之 ニ反 シ 「兩葉分離 時期 ニ於 テハ甲状腺腹側 ニハ原 基 ノ發 育ニ對 シ

稍 々廣 キ餘 地ヲ有 スルラ見 レバ單 ニ機械 的現象 ニ否 ズ」 ト述ベ タ リ.

今著 者 ノ本研 究結果 ヲ見ルニ第3階 梯 ニ於 テ棍棒状 ニ腹尾 方 ニ伸展 セル甲状腺原 基 ハ第4階

梯 ニ於 テ尾 方 ニ位 スル細胞 ハ發育增 殖 スル ト同時 ニ頭方莖部 ニ屬 スル甲状腺頭 部ノ細 胞 ハ漸次

萎縮 シ來 リ終 ニ 「コルベ ン」状 ヲ呈 シテ腮 嚢 ト分離 シ來 ル.更 ニ甲状腺 ハ背方Kopula,兩 側 方

ハM. geniohyoideus及 ビM. sternohyoideusノ 發 育 シ來 ル有 リ.爲 メニKopulaノ 腹 方 ニ位

スル部分ハ某增殖ヲ妨ゲラレ甲状腺尾端ニ於テ 左右兩側ニ位スル部分ノミ腹正中部ニ比シ異常

ニ發育 シ第5階 梯 ニ於 ケル形状 ラ取 リ.次 ニ頭 方及 ビKopulaノ 腹 面 ニ存在 スル峽部 ノ細胞 モ

漸次萎縮 シ來 リ終 ニ第6階 梯 ニ示 スガ如 ク左右兩葉 ニ分離 セル者 ト思考ス.

即 チ甲状腺細胞中尾方ニ位スル部分ハ常ニ發育旺盛ニシテ,之 ニ反 シ頭部ニ位スル部分ハ其

發育稍 々オソク又兩葉分離期ニ於ケル甲状腺中峽部ハKapulaノ 爲 メ發育ヲ抑制 セラ レ爲 メニ

其左右兩端 ニ位 スル部分ノミ發育 シ終 ニ兩葉間ニ位スル峽部モ萎縮退化 シテ完全ニ兩葉ニ分離

スモルナラント思惟 ス.

次 ニ甲状腺ノ臚胞形成機轉ヲ觀察 スルニ第5階 梯以後完全ニ左右兩葉ニ分離 セル甲状腺 ハ前

述ノ如 ク管腔 ヲ有 セザル實質性ノ細胞塊 トシテ存在 ス.

而 シテ第6階 梯 ニ於テ甲状腺原基 ノ周圍ハ盛 ンニ毛細血管 ノ增殖ヲ見,第7階 梯ニ於テ前時

期マデ實質性ナ リシ細胞塊ハ本時期 ニ於テ數箇ノ細胞ハ相集團 シテ中ニ透明ナル部分ヲ發生 シ

來 ル.而 シテ頭尾兩端 ノ細胞塊ハ相分離 シ葡萄状ヲ呈セルモ甲状腺中央部ハ互ニ密實ニシテ分

離 セズ.即 チ同一所見ハ著者ノBufo胎 仔ニ於テモ記載セル所ナ リ.之 不完全ナガラ甲状腺 ガ

臚胞樣變化 ヲ起 シツツ有ルノ證ナリ.然 レ共未ダ内腔 ニKolloidノ 存在ヲ見ズ.第8階 梯 ニ至

レパ前述ノ細胞塊ハ明カニ内腔 ヲ發生 シ中ニ明瞭ニ 「エオジン」ニ依 リ着染 スルKolloidヲ 發

生 シ來 ル.然 レ共臚胞内腔 セマク且未ダ内腔 ヲ發生セザル未發育ノ細胞塊ノ存在セ ルヲ見ル.

更 ニ第9及 ビ10階 梯 ニ至 レバ 個 々ノ臚胞モ完成 シ來ル ト共ニ未發育ノ臚胞モ殆 ド内腔 ヲ發

生 シ來 リ臚胞ハ急激ニ其數ヲ增大スル ト共 ニ其組織學的構造モ殆 ド完成サル.

上述 ノ所 見ハ著者 ノBufo胎 仔ニ於テ記載セル所 ニシテMuller氏 ガ記載セル所 ト其趣ヲ異
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ニセルヲ見ル.

又溝口氏モ大山椒魚ニ於テ之 ト略同一所見ヲ記載 セルモ氏ハ 「實質性ノ細胞塊 ガ數多ノ内腔

ヲ有 セザル細胞群ニ分離 スル事及 ビ細胞塊 ガ臚胞腔 ヲ發生スル事ハ同時ニ起ル」如ク記載セラ

レタルモ著者ハ甲状腺細胞塊 ハ早期ニ實質性 ハ細胞群ニ分散 シ後臚胞腔 ヲ發生スト思考 ス.

最後 ニ副甲舩腺 ニ就キテ述ベンニ,第10階 梯 ニ記載セル如ク左右兩葉間ニ於 テM. geniohy

oideusノ 背側 ニ兩葉 ト全ク獨立 セル臚胞群ノ存 スルヲ見タリ.

兩棲類ニ於ケル副甲状腺 ニ就キテハ學者 ニ依 リテ所論一致セズMaurer氏 ハ兩葉間ニ介在ス

ル上記ノ如キ臚胞群ヲ副甲状腺 ト記載 セルモPlatt及 ビBaldwin氏 等ハ之 ガ存在 ヲ否定 セリ.

溝口氏モ大山椒魚ニ於テ同一所見ヲ記載シ 「若 シ兩側葉間ノ臚胞群 ヲ副甲状腺 ト呼稱 スル者 ナ

レバコハ峽部ノ遺殘 ナリ』 ト記載 セリ.

今著者ノ第10階 梯 ニ於ケル所見ヲ見ルニ其周圍的關係 ヨリ該細胞群ハ峽部ノ遺殘部ナル事

ハ異論ナキモ著者ハ第10階 梯(全 長36.5mm)前 後 ノ多數胎仔ニ就キテカカル臚胞群ノ存在ヲ

檢索セルニ大多數 ニ其存在ヲ認 メ得タルモ,少 數ノ者ハ峽部退化 シテ所謂副甲状腺ナルモノヲ

形生 セズ.即 チPlatt氏 ガNecturusニ 於テ此細胞塊ハM. mylohyoideus中 ニ取込メラレテ副

甲状腺 ヲ發生セズ ト言ヘル所論モ根據無キニ非ザルカ.

要スルニ, Hynobiusニ 於テハMaurer氏 ノ記載 セル副甲状腺 ハ必常發生スル者ニ非ザル事

ヲ 知 レ リ.

5.　 結 論

前述 ノ總括及 ビ考察 ノ條下 ニ述ベタル如ク有尾兩棲類中Hynobius nigrescensニ 於ケル甲

状腺ハ次 ノ如ク發生 スルモノト結論ス.

1.　全長6.0mm前 後 ノ胎仔ニ於テ第1腮 嚢ノ腹正中部ハ嘴状ニ突出 シテ甲状腺原基 ヲ發

生ス.

2.　 甲状腺 ノ初現ハ無對ニシテ腮嚢壁 ノ嚢状膨出ヲ以テ始 マリ,後 小管腔ヲ發生スルモ尾

方ハ速ニ實質性 ノ細胞塊 トナル.

3.　 全長10.0mm以 後 ノ胎仔ニ於テ甲状腺 ト腮嚢壁 トノ連絡ハ狹少 トナリ所謂莖部ヲ形成

シ,後 莖部ノ細胞 ハ萎縮退化 シテ全長12.0mm前 後ノ胎仔 ニ於テ腮嚢 ト完全ニ分離ス.

4.　以後甲状腺 ノ頭方ニ位置ヲ占ムル部分ハ漸次退化 シ,之 ニ反 シ尾部ニ位 スル細胞 ハ發

育旺盛 ト成 リ全長15.0mm前 後 ノ胎仔 ニ於テ完全 ニ左右兩葉ニ分離ス.

5.　 全長18.0mm以 後ノ胎仔ニ於テ甲状腺原基ハ臚胞形成機轉 ヲ始 メ,以 後體長36.5mm

前後 ノ胎仔ニ於テ臚胞形成ハ大體ニ於テ完成 ス.

6.　左右兩葉分離機轉 ハ發育旺盛 ナル尾部細胞 中Kopulaノ 腹面ニ位スル峽部ノ細胞 ガ

Kopulaノ 爲 メ發育ヲ抑制 セラルル爲 メナラン.
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7.　 峽 部ニ位 スル細胞 ハ其後發育 シテMaurer氏 ノ所謂副 甲状腺 ナル者 テ發生 スルモ
,小

數 ノ者 ハ全然退化 シテ之 ラ形成 セズ.

終 ニ臨 ミ本試驗 ニ必要 ナル材料ヲ提供セラレ且御校閲ヲ賜ハ リシ恩師敷波敎授竝ニ終始御指導ヲ受ケ

シ先輩村山博士ニ對シ滿腔 ノ謝意ヲ表ス.
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7.　 挿 圖 説 明

Fig. 1.　 第1階 梯(Nr. 110)胎 仔,腮 嚢外 形 竝 ニ

甲 状 腺部 模 型,腹 面圖(100倍)1/4縮 寫

Fig. 2.　 同 上 右 側 面 圖1/4縮 寫

Fig. 3.　 第2階 梯(Nr. 111)胎 仔,腮 嚢外 形竝 ニ

甲状 腺 部模 型,腹 面 圖(100倍)1/4縮 寫

Fig. 4.　 同 上 左 側 面 圖1/4縮 寫

Fig. 5.　 第3階 梯(Nr. 131)胎 仔,甲 状 腺 中央 部

横 斷 切片(約61倍)

Fig. 6.　 同 上 胎 仔,腮 嚢 外 形 竝 ニ甲状 腺 部模 型,

腹 面 圖(100倍)1/4縮 寫

Fig. 7.　 同 上 右 側 面 圖1/4縮 寫

Fig. 8.　 第4階 梯(Nr. 123)胎 仔,腮 嚢 外 形 竝 ニ

甲 状 腺 附 近 模 型,腹 面 圖(100倍)1/4縮 寫

Fig. 9.　 第5階 梯(Nr. 120)胎 仔,甲 状腺 中央 部

横斷 切片(約125倍)

Fig. 10.　 同 上 胎仔,腮 嚢外 形竝 ニ甲状 腺 附近 模 型

腹 面 圖(100倍)1/4縮 寫

Fig. 11.　 第6階 梯(Nr. 116)胎 仔,甲 状 腺 中央 部.

横 斷 切片(125倍)

Fig. 12.　 同 上 胎仔,腮 嚢外 形 竝 ニ 甲状 腺 附 近 模 型,

腹 面 圖(100倍)1/4縮 寫

Fig. 13.　 第7階 梯(Nr. 105)胎 仔,左 甲 状 腺橫 斷

切 片(約520倍)

Fig. 14.　 第8階 梯(Nr. 156)胎 仔,右 甲 状 腺 中央

部橫 斷 切 片(約520倍)

Fig. 15.　 第10階 梯(Nr. 152)胎 仔,甲 状 腺 頭 部 横

斷 切片(約81倍)

Verzeichnis der Abkurzungen.

Ahm=Arteriae hyomandibulares.　 Ch=Chorda dorsalis.　 F=Follikel.　 Hb (1-2)=Hypo

branchiale (1-2).　 Imb=Innere Mundbucht.　 Kt (1-2)=Kiementasche (1-2).　 Kp=Kopula.

　 Kd=Kiemendarm.　 Msth=M. sternohyoidens.　 Mgh=M. geniohyoideus.　 P=Postbranehaler

 Korper.　 R=Ruckenmark.　 T=Tyreoidea.
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